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155，060人（前月比9人滅）

77，463人

77，597人

世帯数

人口

男

女

市民と観光客のふれあいの場に

観
光
パ
ノ
ラ
マ
や
名
産
品
展
示
も

無
料
休
憩
所
跡
に
来
春
完
成
へ

市
で
は
、
観
光
宇
治
の
。
拠
点
‘
と

な
る
仮
称
「
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
工
事
を
十
一
月
下
旬
か
ら
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
観
光
セ
ン
タ
ー
は
、

宇
治
堺
川
の
市
営
無
料
休
憩
所
跡
に

建
設
す
る
も
の
で
、
来
年
五
月
か
ら
Ｉ
オ

ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

メ

ノ

観光・展示案内コーナーを備えた「宇治市観光センター」完成予想図

宇
治
市
は
、
千
年
の
歴
史
と
宇

治
川
を
中
心
ぷ
葛
ｆ
齢
な
自
然

に
は
ぐ
く
ま
れ
、
平
等
院
、
万
福

寺
な
ど
の
観
光
資
源
や
伝
統
的
な

宇
治
茶
牽
甲
に
ｙ
じ
べ
観
詐
の

ま
ち
と
し
て
歩
ん
1
呈
し
た
。

い
か
し
、
宇
治
の
観
光
と
い
え

ば
平
等
院
と
い
わ
れ
る
よ
つ
に
、

全
国
的
に
も
、
ま
た
、
地
域
住
民

多くの市民・観光客に利用された現在の市営無料休憩所

に
も
平
等
院
以
外
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
し

か
し
、
市
に
は
宇
冶
川
に
代
表
さ

れ
る
す
ば
β
し
い
景
観
や
古
い
歴

史
を
誇
る
文
化
遺
産
が
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
産
物
と
し
て

宇
治
茶
を
ほ
じ
め
茶
あ
め
や
茶
だ

ん
ご
、
そ
し
て
、
焼
物
な
ど
の

仮
称
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー

位
置
図
と平
面
図

脂
回
つ
．

（
宇
治
川
側
）

玄関玄関

Ｑ

（
平
等
院
側
）

版画づくり教室

年賀状は版画で

小学生ら多くの市民が参加

版
画
で
キ
づ
く
り
の
年
賀
状
を

つ
ぐ
ろ
う
と
、
宇
治
市
公
民
館
の

年
賀
状
づ
く
り
教
室
は
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
市
民
が

参
加
。
。

こ
の
教
室
は
公
民
館
と
版
回
サ

ー
ク
ル
が
主
催
。
今
年
で
四
回
目

敬
欠
ま
し
た
・
渠
年
は
既
と

犬
夕
題
材
に
し
て
作
る
人
な
べ

心
の
こ
も
っ
た
年
賀
状
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
こ
の
教
室
で
制

作
さ
れ
た
年
賀
状
か
公
民
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
、
今
日
（
十
一
日
）
か

ら
二
十
四
日
困
ま
で
展
示
し
ま
す
。

ど
っ
ぞ
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

3

伝
統
工
芸
品
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
紹
介
す
る
総
合
的
な
ガ
イ

ド
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
宇
治
の

名
所
・
乱
‥
品
夕
広
く
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
市
民
に
憩
の
場
Ｍ
穫
一

し
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
需
要
に
心
え
る
拠
点
づ
く
り
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
昭
和
五
十

五
年
二
月
に
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

ー
建
設
委
員
会
（
中
村
英
一
会
艮
、

委
員
十
三
人
）
夕
設
置
し
、
広
く

市
民
の
声
が
反
映
し
た
施
設
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
宇
治
市
を
訪
れ

る
観
光
客
は
年
間
約
Ξ
白
万
人
。

そ
の
大
半
は
、
交
通
体
系
の
充
実

や
宇
治
市
が
京
都
と
奈
良
の
中
間

に
位
置
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日

帰
り
ま
た
は
通
過
立
寄
り
型
と
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
石
も
、
そ
の
四

〇
％
‐
ヱ
は
平
等
院
の
観
光
客
と

な
っ
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
’
｛
ん
の
中

に
も
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
。

宇
戸
に
つ
い
て
、
平
等
院
以
外

知
ら
な
い
と
い
ウ
人
が
多
く
お
ら

れ
る
よ
っ
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
で
は
市
民
の
み

な
さ
ん
に
ふ
る
さ
と
宇
治
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
宇
治
を

9
α

訪
れ
る
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
フ
と
昭
和
三
十
二
年
に
市
営
無

料
休
憩
所
と
市
営
茶
室
対
鳳
庸
7

を
開
設
。
今
日
ま
で
多
く
の
み
な

さ
ん
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
未
了
。

現
を
、
建
設
中
の
宇
治
市
観
光

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
市
営
無
料
休

憩
所
を
収
り
壊
し
て
建
設
す
る
も

の
で
、
観
光
の
振
興
ｙ
あ
わ
せ
て

て
宇
治
茶
を
ほ
じ
め
と
し
た
地
場

産
業
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
尤

車
い
す
ス
ロ
ー
プ
を
備
え
た

総
合
案
内
施
設
に

施
設
の
あ
ら
ま
し

ｙ
建
設
地
＝
・
宇
治
塔
川
一
－
瓦
お

よ
び
二

▼
規
模
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
二
階
建
、
敷
地
玉
、
一
〇

二
・
四
謡
、
建
物
延
圓
積
＝

四
几
り
ｉ
Ｂ

Ｖ
総
事
業
費
・
＝
約
一
三
、
〇
〇
‥
）

万
円

ｙ
ま
な
施
設
＝
・
一
階
に
は
観
光
パ

ノ
ラ
マ
、
ビ
デ
オ
マ
ー
ナ
ー
、

名
産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
観
光

案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
な
戸
蚕
設
け

て
、
観
光
情
報
夕
提
供
し
、
ホ
ー

ル
は
休
憩
所
と
し
て
も
利
用
で

き
る
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
階
に
は
、
名
目
的
ホ
ー
ル

｀
ｓ
Ｉ
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
ａ
ｌ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一

一二－－・－－－・－－

・－－・

1。－－－・－

と
し
て
の
腱
示
会
助
と
茶
室
兼

用
の
和
室
が
あ
り
ま
す
。
展
示

会
場
で
は
、
宇
治
川
写
生
大
会

入
賞
作
品
や
郷
土
産
品
の
展
示

な
ど
企
画
展
が
開
か
れ
毒
ｆ
ｙ
。

な
お
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

人
な
ど
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

持
っ
た
人
や
お
年
寄
り
に
も
便

利
な
ふ
つ
に
、
玄
関
に
自
動
ド

ア
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
、
そ
し

て
、
南
隣
に
あ
る
府
立
児
童
公

ｍ
の
一
部
鷺
蒔
用
し
て
セ
ン
タ

ー
を
結
ぶ
車
イ
ス
用
の
ス
ロ
ー

プ
（
全
長
二
十
二
・
七
μ
、
幅

二
・
三
Ｕ
）
盈
闘
え
た
施
設
と

な
り
未
了
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
本
体
工
事

が
来
年
三
月
末
の
完
成
予
定
で
。

引
良
習
造
園
工
筝
に
着
手
し
、

来
春
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
前
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

な
お
、
市
営
茶
室
対
鳳
庵
は
現

在
休
席
し
て
い
未
丁
。
来
年
の
開

席
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
進
み

ぐ
あ
い
を
み
て
決
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
ず
。

観光センターを建設
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お
正
月
の
お
せ
ち
料
理
な
ど
に
色
ど

り
を
そ
え
る
フ
キ
の
出
荷
が
三
月
か
ら

開
始
。
フ
キ
は
春
の
も
の
で
す
が
、
夏

に
根
を
掘
り
起
こ
し
冷
蔵
庫
に
保
存
す

る
と
冬
が
来
た
と
思
い
、
九
月
頃
土
に

戻
す
と
芽
を
出
し
始
め
ま
す
。
こ
れ
を

公民館のお知らせ

0．、Ｏ

ビ
ニ
ー
ル
で
お
お
い
、
成
長
を
助
け
て

促
成
栽
培
し
た
の
が
「
特
産
宇
治
フ
キ
」
。

こ
の
「
宇
治
フ
キ
」
が
横
島
町
を
中

心
に
栽
培
さ
れ
て
ほ
ぽ
十
年
。
今
年
も

三
月
ま
で
出
荷
が
続
き
ま
す
。

（
写
真
は
、
忙
し
い
出
荷
作
業
）

○

＝0

ｏ○

○

○

ａ

○

ｏｏ

○・

子
ど
も
人
形
劇
団

団
員
を
募
集

子
芦
石
の
手
で
台
本
か
ら
人
形

ま
で
作
り
、
そ
し
て
地
域
Ｖ
Ｊ
ド
昶

す
る
。
そ
ん
な
活
動
を
ず
る
子
ど

も
人
形
劇
団
の
団
員
聚
小
学
校
三

・
四
年
生
以
上
を
対
策
に
募
集
し

ま
ず
。

ｙ
例
会
日
・
・
・
毎
月
第
一
・
二
・

四
火
曜
日
、
午
後
4
時
～
5
時
半

Ｖ
練
習
場
・
・
小
倉
公
民
館
＜
Ｋ
費

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（豊＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（豊⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺

内91（ａ⑩4687）

・
＝
月
男
一
百
円
Ｖ
指
導
・
・
・
「
ま
つ

ぽ
っ
く
り
人
形
劇
団
」
と
「
西
山

人
形
劇
団
」
の
お
吋
穿
巡
ち
ｙ

定
員
・
・
・
先
着
9
人
ｙ
申
込
み
・
・
・
電

話
ま
た
は
は
が
き
で
小
倉
公
民
館

へ
。

（
小
倉
公
民
館
）

☆

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
で
、
み
ん

な
で
踊
れ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

マ
ス
タ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
学
生
以
上
の
青
年
と
お
と
な

の
人
を
対
象
に
講
習
会
を
開
き
ま

す
。ｙ

と
き
・
・
・
程
励
日
旧
、
午
後

1
時
半
～
4
時
半
ｙ
と
Ｑ
？
・
小

倉
公
民
館
Ｖ
指
導
＝
・
宇
治
市
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
▼
練
習
曲
目

・
・
・
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
。
赤
鼻
の
ト
ナ

カ
イ
、
タ
タ
ロ
チ
カ
な
ど
Ｖ
定
員

・
＝
先
着
5
0
人
Ｖ
申
込
み
・
・
・
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
と
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の

一
－
1
1
－
Ｉ
Ｉ
‐
1
1
1
1
1
1

一Ｔ
―
1
1
1
1
1

Ｖ．－－－－－皿㎜－－－Ｗ－皿－－

テレホン・ガイド

22－3141

22－3141

22－0119

31－8759

43－4780

22－3146

31一8007

22－4530

21－2737

21－2804

21－4049

32－8290

22－4687

32－1905

33－0546

23－3237

23－8698

21－2808

設
所
会
部

施
貝
本

署

男

分

の

役

委

治

育

防

宇

◇市

市

教

消

東

募
集

部
Ｉ
場
所
一
場

分
・
課
水

沿
道
水
浄

字
配
治

西
水
く
宇

療
タ
心日

健

乳
幼
児
の

交
通
遺
児
奨
学
金

交
通
事
故
で
親
な
ど
麗
｝
ハ
つ
た

乳
幼
児
と
児
童
生
徒
に
、
精
神
的
・

経
済
的
な
援
助
舎
行
い
健
全
な
育

成
と
励
ま
し
を
送
ろ
7
と
奨
学
金

な
ど
の
制
度
奎
只
都
府
は
設
け
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
学
齢
以
前
の
乳
幼
児

公
対
象
に
奨
学
金
の
申
請
を
受
付

集
い
」
参
加
希
望
と
｛
い
て
小
倉

公
民
館
へ
。

（
小
倉
公
民
館
）

☆

お
正
月
の
生
花

講
習
会

お
正
月
に
は
、
一
味
違
う
花
を

生
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
講
習
会
を

開
路
示
ｙ
。

ｖ
と
き
・
・
・
1
2
月
2
8
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
1
時
ｙ
と
こ
ろ
＝
・
宇
治

市
小
倉
公
民
館
ｙ
指
導
…
水
井
道

子
さ
ん
！
貨
…
3
0
人
ｖ
持
物
・
・
・

生
花
用
は
さ
み
、
剣
山
、
新
聞
紙

ｖ
申
込
み
＝
・
材
料
費
三
や
円
を
そ

え
て
小
倉
公
民
館
へ
。（

小
倉
公
民
館
）

☆

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン

初
心
者
教
室

初
歩
か
ら
ギ
タ
ー
（
ク
ラ
シ
″

館

館

会公民

葬

民

室
館
館
所
会

務

書
民
民

図
公
公

市治
民
ｓ
ａ
＜
ｔ
ｅ

休
保
火
市
宇
市
木
小

け
て
い
ま
ず
。

Ｖ
支
給
額
・
＝
年
額
六
千
円
Ｖ
申

ｔ
賜
限
・
・
・
Ｗ
2
日
廊
ま
で
。
以

後
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
ｙ
申
請

先
・
＝
市
役
所
交
通
労
政
課
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

く
ら
し
の
資
金

1
7
日
ま
で
に
申
請
を

年
末
を
む
か
え
、
生
活
に
お
困

り
の
世
帯
に
資
金
を
お
貸
し
ず
る

「
く
ら
し
の
資
金
」
の
申
請
を

受
付
け
て
い
ま
す
。
▼
貸
付
金

額
・
＝
年
間
十
万
円
以
内
▼
貸
付

黄聚公園管理事

体育協

木幡河原隣保館

善法隣保館

家庭児童相談室

光案内所

の施設

ク
）
と
マ
ン
ド
リ
。
ン
タ
練
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

Ｖ
期
川
・
・
・
5
7
年
ｔ
月
1
3
日
～
3

月
Ｍ
一
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
で
1
2

回
Ｖ
時
川
・
・
・
午
後
7
時
～
9
時
Ｖ

と
こ
ろ
・
＝
宇
治
市
公
民
館
Ｖ
対
象

・
＝
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
人
Ｖ

指
導
・
＝
宇
治
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ

ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会
員
、
ギ
タ
ー

は
住
田
章
さ
ん
と
今
西
康
郎
さ
ん
、

マ
ン
ド
リ
ン
は
山
本
美
貴
子
さ
ん

と
松
本
孝
江
さ
ん
▼
教
材
費
・
・
・
テ

キ
ス
ト
代
実
費
▼
定
員
…
ギ
タ
ー

・
マ
ン
ド
リ
ン
そ
れ
ぞ
れ
坦
人
（
先

着
順
）
▼
申
込
み
…
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
と
ギ
タ
ー
か
マ
ン
ド
リ
ン
の

別
を
書
い
て
宇
治
市
公
民
館
へ
。

く
わ
し
い
こ
と
は
宇
治
市
公
民
館

へ
お
問
な
［
6
せ
ぐ
だ
さ
い
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

他

観
◇

城南衛生管理組合（075）631－5171

宇治地方振ｎ局21－2101

宇洽保健所21－2191

宇治労働セツルメント21－2315

宇洽ｎ察署24－1111

宇冶税務7ｉ44－4141

宇治郵使ｌ．ｌ24－4114

条
件
・
：
無
利
子
・
無
担
保
。
返

済
は
、
4
ヵ
月
据
え
置
い
た
の
ち
、

二
十
ヵ
月
の
月
賦
払
い
Ｖ
対
象
・
＝

生
活
保
護
世
帯
を
除
ぐ
生
活
保
護

基
準
の
Ｉ
・
五
倍
以
内
の
収
入
で
。

冬
4
ボ
ー
ナ
ス
の
な
い
世
帯
ｙ
申

込
み
・
・
・
先
ず
り
よ
り
の
民
生
委
員

さ
ん
と
ご
相
談
の
う
え
、
十
二
月

十
七
Ｅ
ま
で
に
申
込
書
に
住
曇
ｔ

の
写
參
て
凡
て
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。
申
込
書
は
、
民
生
委
員
さ
ん
、

福
祉
事
務
所
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
り
求
了
。（

社
会
福
祉
協
議
会
）

図
書
室
のク

リ
ス
マ
ス
会

市
民
図
書
室
で
は
、
子
μ
も
さ

ん
に
本
や
図
書
室
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
紙
芝
居
や
お
は
な
し
、

ゲ
ー
ム
な
ど
尽
ず
る
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
き
毒
了
。
お
友
だ

ち
と
さ
そ
い
合
っ
て
参
加
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

ｙ
と
き
・
・
・
1
2
月
2
1
日
間
午
後
1

時
半
～
3
時
ｙ
と
こ
ろ
＝
・
巾
民
会

館
大
会
議
室
▼
対
象
・
・
・
小
学
校

低
学
年
ま
で
の
子
μ
石
ｖ
申
込
み

飲
酒
運
転
追
放
運
動

飲
酒
運
転
追
放
府
民
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

1
0
月
末
ま
で
に
府
下
で
、
三
千
四
十
一
人
が
飲
酒

運
転
で
死
傷
。
昨
年
に
比
べ
て
倍
近
く
増
え
て
い

ま
す
。
運
転
す
る
人
は
、
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
強
い
意

志
を
も
つ
と
と
も
に
、
周
囲
の
人
は
運
転
す
る
人

に
酒
類
を
す
す
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飲
ん
だ
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
む
な

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

農
薬
に
よ
る
環
境
汚
染
や
人

体
へ
の
被
害
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
現
在
、
つ
や
や
か
で
大
き

さ
の
均
一
な
野
菜
や
果
物
か
見

る
と
農
薬
へ
の
不
安
が
つ
の
り

車
ｙ
。
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

野
菜
を
得
る
に
は
、
生
産
段
階

か
ら
見
直
す
べ
き
だ
と
考
え
、

化
学
肥
料
か
便
わ
な
い
有
機
農

産
物
と
く
に
野
菜
が
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
る
か
か
研
究
し

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
有
機

肢
業
を
営
ま
れ
て
い
る
笠
収
の

宮
崎
さ
ん
と
脆
賀
県
栗
東
町
の

桜
井
’
兄
か
訪
問
。
ま
た
、
十

月
十
二
日
に
雨
木
幡
集
会
所
で

開
か
れ
た
「
使
い
捨
て
時
代
を

考
λ
る
戸
の
会
合
で
、
京
都
精

華
大
学
の
槌
田
㈲
さ
ん
の
お
話

夕
聞
μ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
日

本
の
有
機
農
業
運
動
」
（
国
民

牛
居
セ
ン
タ
ー
編
）
や
「
消
費

者
の
た
め
の
有
機
農
業
講
座
」

（
月
刊
「
国
民
生
活
」
）
、
「
共

生
の
時
代
」
（
槌
田
助
著
）
を

参
考
資
料
と
し
ま
し
た
。

有
機
肥
料
と

化
学
肥
料

有
機
肥
料
づ
ぐ
り
が
有
機
農

業
の
基
本
で
す
が
、
な
か
な
か

苦
心
さ
れ
て
い
る
ぷ
つ
で
す
。

馬
ふ
ん
、
鶏
ふ
ん
、
枯
草
、

畳
ぐ
ず
、
台
所
か
ら
出
る
生
ご

み
な
ど
雲
一
年
ぐ
ら
い
寫
が
し

て
作
る
堆
肥
は
、
土
に
返
る
は

崖
几
熟
し
な
け
れ
ば
便
え
ま
せ

ん
。
未
熟
な
堆
肥
で
は
か
え
っ

て
作
物
の
病
気
の
原
因
と
な
り

未
了
。
有
機
肥
料
か
施
す
と
、
土
中

に
微
生
物
や
ミ
ミ
ズ
な
ど
の
小

動
物
が
す
み
、
酸
素
と
水
が
含

鳶
れ
る
通
気
性
の
よ
い
柔
い
土

が
で
き
、
病
害
虫
や
冷
害
に
強

い
丈
夫
な
作
物
が
育
ち
ま
す
。

一
方
化
学
肥
料
は
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の

無
機
塩
類
を
〈
晟
し
た
薬
で
す
。

こ
れ
金
｀
肥
し
た
土
に
は
、
微

生
物
や
小
動
物
は
す
み
に
く
く
、

有機農産物を見直そう

消費者モニター（Ａグループ）の

調査・研究

土
は
酸
化
し
、
通
気
性
も
暦
ぐ

固
く
な
っ
て
し
ま
い
毒
ｆ
ｙ
。

こ
の
た
め
、
作
物
も
病
害
虫

に
弱
く
な
り
、
た
び
た
び
農
薬

散
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
草
猪
環
を
繰
り
享
ご
と

に
な
り
未
了
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
堡
従

農
薬
（
有
機
リ
ン
剤
）
は
、
人

体
に
有
害
で
、
目
が
か
す
む
、

手
足
が
冷
え
て
し
び
れ
る
、
不

眠
に
悩
む
な
ど
目
律
神
経
や
末

節
神
経
障
害
含
ど
す
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
毒
1
。

販
路
の
確
保
が

最
大
の
問
題

笠
収
小
学
ｍ
で
農
園
ｍ

営
さ
れ
て
い
る
宮
崎
さ
ん
は
、

十
四
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
で
体
を
壊
’
｛
石
、
有
機
農
業

で
自
給
自
足
ず
る
な
か
で
健
康

を
回
復
。
そ
の
後
有
機
農
業
に

収
組
ま
れ
て
い
求
ふ
、
資
材

購
人
や
実
験
な
ど
に
費
用
が
か

さ
み
、
除
草
な
ど
に
労
力
が
か

か
る
一
方
、
見
た
目
が
劣
る
た

め
巾
似
伍
を
認
め
ら
れ
な
い

な
戸
悩
み
は
深
い
よ
っ
で
す
。

無
農
薬
の
野
菜
を
売
る
販
路

は
限
ら
れ
て
お
り
、
普
通
市
場

に
進
出
し
て
匂
農
協
な
ど
の

理
解
か
解
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て

資
金
繰
り
な
ど
に
困
る
ら
し
い

の
で
す
。
そ
れ
に
一
般
市
場
で

野
菜
が
安
価
な
と
き
、
消
費
者

は
そ
ち
ら
に
向
き
無
農
薬
野
菜

は
購
入
さ
れ
な
い
な
ど
、
消
費

者
の
協
力
と
販
路
の
拡
大
が
最

大
の
問
題
で
す
。

直
賀
県
の
桜
井
さ
ん
は
、
有

函
有
機
農
業
を
営
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
鶏
な
戸
尽
底
カ
ロ
リ
ー

低
タ
ン
パ
ク
、
高
繊
維
の
え
さ

で
飼
ラ
た
め
、
育
成
率
は
Ｉ
〇

〇
％
近
い
と
の
こ
と
。
配
＼
Ｊ
ｓ
ａ
．

料
育
ち
の
鶏
は
、
発
ガ
ン
性
が

高
く
、
育
成
率
も
八
〇
％
程
度

し
か
な
ら
な
い
ら
し
い
の
で
す
。

そ
し
て
ま
た
、
近
代
農
業
で

は
、
老
人
は
敬
遠
さ
れ
る
が
、

有
機
農
業
で
は
、
経
験
豊
富
な

考
人
準
ハ
切
に
さ
れ
る
と
も
話

＞
＜
Ｋ
て
い
奔
し
た
。

ま
と
め

消
費
者
は
、
虫
の
食
っ
て
い

な
い
、
大
き
さ
の
そ
ろ
っ
た
キ

ャ
ベ
ツ
や
き
ゅ
う
り
な
ど
、
見

せ
か
け
の
豊
か
さ
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
本
当
に
安
全
な
野
菜
を
求

め
て
、
個
人
が
考
え
直
す
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
ラ
し
た
消

費
者
の
協
力
な
し
に
は
、
有
機

農
業
の
発
展
は
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。

（
Ｍ
エ
観
光
課
）

次
回
は
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ

’
‐
1
3
グ
ル
ー
プ
「
古
紙
の
再
生

利
Ｅ
ｌ
の
調
査
・
研
究
。

4

お
し
ら
せ

おせち料理などにフキ出荷始まる

催
し
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